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大和田あきお
なんでも相談 ビフ

ォアー＆アフター
シリーズ

注意喚起で安全な交差点に

汲
沢
２
丁
目
交
差
点
に 

赤
枠
塗
装
が
実
現 ( 

汲
沢
町 ) 

昨
年
１
０
月
、
地
域
の
住
民
か
ら

「
戸
塚
区
汲
沢
２
丁
目
１
８
と
プ

ラ
イ
マ
ル
シ
テ
ィ
西
側
角
と
の
交

差
点
は
、
坂
道
の
途
中
に
あ
り
、
見

通
し
が
悪
く
危
険
で
、
自
転
車
は
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
下
っ
て
い
く
。

ま
た
、
登
っ
て
く
る
自
動
車
や
バ
イ

ク
は
一
時
停
止
を
し
な
い
こ
と
が

特
に
多
い
交
差
点
で
す
。
す
ぐ
そ
ば

の
交
差
点
に
は
赤
枠
塗
装
が
な
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
交
差
点
も
同
様
の

塗
装
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

要
望
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

要
望
は
、
踊
場
地
区
連
合
町
内
会
か

ら
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
和
田
あ
き
お
事
務
所
は
、
直
ち

に
現
地
調
査
を
行
い
、
戸
塚
区
の
区

役
所
、
土
木
事
務
所
、
警
察
署
に
、

大
和
田
あ
き
お
公
式

L
IN
E

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

要
望
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。 

 

汲
沢
の
地
域
支
部
に
、「
今
年
１

月
３
１
日
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
」
と

の
施
工
完
了
の
報
告
と
お
礼
の
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
５
１
回
総
選
挙
の
議
席
が
２

月
９
日
確
定
し
、
日
本
共
産
党
は

比
例
代
表
で
４
議
席
（
２
５
１
万

票
、
得
票
率
４
・
４
％
）
に
と
ど
ま

ますます共産党の役割が問われている

り
、
改
選
８
議
席
か
ら
後
退
す
る
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
自
民
党

は
戦
後
初
め
て
単
独
で
３
分
の
２

を
超
え
る
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
政
治
全
体
が
右

へ
右
へ
と
傾
く
中
で
も
、
暮
ら
し
、

平
和
、
人
権
の
分
野
で
「
国
民
の
た

め
に
ブ
レ
ず
に
は
た
ら
く
」
と
表
明

し
、
大
株
主
・
大
企
業
応
援
、
米
国

い
い
な
り
の
自
民
党
政
治
の
転
換

を
訴
え
て
た
た
か
い
ま
し
た
。 

「
は
た
の
君
枝
」会
見
で
新
た
な 

国
会
に
の
ぞ
む
決
意
を
語
る 

 

選
挙
中
、
高
市
首
相
の
自
民
党
と

正
面
か
ら
対
決
で
き
る
日
本
共
産

党
が
国
会
に
い
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
必
要
だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

数
の
力
で
は
及
ば
な
い
が
、
政
治
の

 

（
写
真
）
志
位
和
夫
議
長
の
議
席
を
引
き
継

ぎ
当
選
を
果
た
し
た
、
は
た
の
君
枝
比
例
候

補
＝
２
月
８
日 

神
奈
川
県
委
員
会 

改
修
前
（
昨
年
９
月
２
８
日
撮
影
） 

 
 

 
 

 
 

改
修
後
（
２
月
４
日
撮
影
） 

（
写
真
）
街
頭
演
説
中
の

高
宮
み
ち
子
候
補
＝
２
月

１
日
戸
塚
駅
西
口
地
下 

５
区 

高
宮
候
補
奮
闘
す
る 

 

寒
い
中
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
奮
闘
、
尊
い
一
票
に
心
か
ら
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

は
た
の
君
枝
さ
ん
を
国
会
に
送

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
強

権
的
に
進
む
で
あ
ろ
う
、
高
市
政
権

の
暴
走
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ

て
行
く
の
が
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

（写真）街頭演説中の高宮みち子
候補＝１月２７日出陣式【とも】 

（写真）最終日、駅頭での応援演説中
の大和田あきお市議と高宮みち子候補
＝２月７日東戸塚駅東口 

中
身
で
は
堂
々
と
抗
し
て
た
た
か

え
る
１
議
席
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

自
民
党
が
増
え
た
中
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
憲

法
を
真
ん
中
に
し
た
共
闘
、
そ
し
て

一
つ
ひ
と
つ
の
国
会
議
論
を
み
ん

な
の
現
場
の
声
と
知
恵
を
お
借
り

し
て
政
治
を
変
え
る
論
戦
に
望
ん

で
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。 

（写真）はたの君枝比例候補
＝２月８日 神奈川県委員会 
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問 

網
掛
け
部
分
の
、 

「
ａ
」
に
入
る
数
字
は
？ 

ナ
ン
プ
レ 

 

 

学生食料支援プロジェクト 
募金・生活物資ご協力のお願い 

【募金送り先】 
郵便口座 00210-1-15562 

加入者名 日本共産党横浜西南地区 

通信欄  学生支援 

【食料・生活物資の届け先】 
日本共産党横浜西南地区委員会 
横浜市戸塚区戸塚町 3875 

問合わせ 045(864)18６1 

 

3 月の早朝駅頭宣伝 
東戸塚駅(水曜)  4・18 日 

戸塚駅東口(水曜) 11・25 日 

戸塚駅西口(金曜) 6・13・20・27 日 

地下鉄踊場駅(第 2 火曜) 10 日 

地下鉄舞岡駅(第 4 木曜) 26 日予定 

(各駅とも朝 7時～8時、舞岡駅 朝 7時半～8時半) 

 

お困りごとや 
ご心配ごとは 

『なんでも相談』
へお気軽にお問合
せ下さい。 

☎ 865-0074 

※ハガキ・メール・LINE で解答をお
寄せ下さい。正解者次号発表。 

tomo.nanpure@gmail.com 

２月号の正解者は、亮輔じいじ、正子ち

ゃん、Ｈ・Ｉさん、Ｄさん、Ｎ子さん、

汲沢礼子さん、キンギョ、戸塚の鶴さん

でした。 

「 

共
産
党
を
応
援
し
た
い
」
「 

反
戦

の
意
思
を
示
し
た
い
」
と
、
「 
赤
旗
」

申
し
込
み 

 

２
日
間
で
５
０
０
名
超 

 

総
選
挙
で
高
市
・
自
民
党
の
議
席
の

大
幅
増
と
い
う
結
果
に
、
「
対
抗
す
る

政
党
と
し
て
（
共
産
党
を
）
応
援
」

（
愛
知
２
０
代
）
、
「
反
戦
の
意
を
示

し
た
い
」
（
埼
玉
２
０
代
）
と
、
投
票

日
８
日
の
開
票
後
、
日
本
共
産
党
本
部

へ
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
（
日
刊
・
日
曜

版
の
電
子
版
含
む
）
の
購
読
・
「
３
週

間
無
料
」
な
ど
の
申
し
込
み
が
急
増

し
、
２
日
間
で
５
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。 

５
０
代
以
下
が
９
割
、 

１
０
代
～
３
０
代
が
６
割 

 

１
０
代
２
０
代
か
ら
は
、
信
頼
で
き

る
情
報
を
求
め
、
「
右
傾
化
」
に
対
抗

す
る
「
左
派
政
党
」
と
し
て
日
本
共
産

党
を
応
援
し
た
い
と
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

「
ネ
ッ
ト
の
デ
マ
に
だ
ま
さ
れ
な
い

 

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員
長
は

２
月
９
日
、
衆
院
選
の
結
果
に
つ
い

て
、
党
本
部
で
記
者
会
見
し
ま
し
た
。 

 

総
選
挙
で
の
野
党
共
闘
に
効
果
は
あ

っ
た
の
か
と
の
問
い
に
、
社
民
党
、
新

社
会
党
な
ど
地
域
政
党
、
一
部
地
域
で

れ
い
わ
新
選
組
と
も
協
力
し
た
こ
と
は

「
今
後
の
日
本
の
政
治
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
が
あ
る
。
草
の
根
か
ら
、
地
域

の
中
か
ら
、
こ
の
共
同
を
つ
く
り
育
て

て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

田
村
氏
は
、
今
回
の
共
闘
に
つ
い

て
、
高
市
政
権
の
強
権
的
な
政
治
に
危

惧
や
不
安
を
持
っ
て
い
る
有
権
者
に
向

け
「
立
ち
向
か
う
力
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な

っ
た
と
し
て
「
大
変
意
義
が
あ
っ
た
と

確
信
し
て
い
る
」
と
強
調
。
２
０
０
１

年
の
参
院
選
で
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相

衆
院
選
結
果 

田
村
委
員
長
が
会
見 

の
旋
風
で
自
民
党
が
圧
勝
し
て
改
憲
へ

の
危
機
感
が
高
ま
り
、
草
の
根
か
ら

次
々
と
「
九
条
の
会
」
が
立
ち
上
が
っ

た
と
振
り
返
り
、
「
９
条
改
憲
、
暮
ら

し
の
破
壊
を
許
さ
な
い
運
動
を
い
か
に

広
げ
る
か
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
選
挙
で
の
後
退
に
つ
い
て
問

わ
れ
「
世
代
的
継
承
を
軸
と
し
た
党
づ

く
り
の
さ
な
か
に
、
突
然
の
解
散
と
な

っ
た
」
と
述
べ
、
「
国
会
で
の
論
戦
、

地
域
で
の
た
た
か
い
と
と
も
に
、
党
を

つ
く
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
、
必
ず
党

づ
く
り
で
前
進
へ
と
転
換
さ
せ
て
い

く
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

（
写
真
）
記
者
会
見
す
る
田
村
智
子
委
員
長

＝
２
月
９
日
、
党
本
部 

戸塚区後援会
春を呼ぶつどい＆総会
日 時 2026 年３月１５(日) 

13：３０～16：００ 
場 所 戸塚区総合庁舎 

多目的スペース（大） 
挨 拶 はたの 君枝 衆議院議員(予定) 

大和田 あきお 横浜市会議員 
講 演 萩原 伸治郎 横浜国大名誉教授 

た
め
、
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
理
解
し
た
い
」

（
埼
玉
２
０
代
）
、
「
信
頼
で
き
る
情

報
源
を
得
た
か
っ
た
。
左
派
政
党
を
少

し
で
も
支
持
し
た
い
」
（
東
京
２
０

代
）
、
「
日
本
共
産
党
は
良
い
左
派
政

党
だ
、
応
援
し
た
い
」
（
神
奈
川
２
０

代
）
、
「
右
傾
化
す
る
日
本
が
恐
ろ
し

く
、
共
産
党
を
応
援
」
（
徳
島
２
０

代
）
、
「
こ
の
衆
院
選
で
い
よ
い
よ
い

ろ
い
ろ
な
恐
怖
が
現
実
に
な
る
危
機
感

を
覚
え
た
。
人
々
の
生
活
を
守
る
た
め

に
奔
走
し
て
く
れ
て
い
る
共
産
党
員
さ

ん
た
ち
と
と
も
に
あ
り
た
い
と
思
っ

た
」
（
東
京
２
０
代
）
、
「
も
っ
と
政

治
の
こ
と
や
社
会
の
こ
と
を
知
り
た

い
。
自
民
党
の
息
の
か
か
っ
て
い
な
い

新
聞
社
は
赤
旗
し
か
な
い
」
（
千
葉
２

０
代
）
、
「
日
本
共
産
党
の
訴
え
る
政

策
や
姿
勢
に
最
も
共
感
。
選
挙
結
果
を

踏
ま
え
何
ら
か
の
形
で
支
援
が
で
き
な

い
か
と
感
じ
た
」
（
秋
田
１
０
代
） 
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